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４
月
６
日
、
岩
崎
グ
ル
ー
プ
は

同
グ
ル
ー
プ
が
運
行
す
る
バ
ス
路

線
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
減
少
や

規
制
緩
和
に
よ
る
経
営
悪
化
な
ど

を
理
由
に
、
国
や
県
、
市
町
村
か

ら
補
助
金
の
出
て
い
な
い
赤
字
バ

ス
路
線
の
廃
止
案
を
表
明
し
、
５

月
８
日
正
式
に
廃
止
届
け
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

大
隅
地
域
４
市
５
町
で
は
、
大
隅

地
域
バ
ス
路
線
対
策
研
究
会
を
設

置
し
て
対
応
を
協
議
。
５
月
２
日

地
方
バ
ス
路
線
存
続
を
求
め
要
望
書
を
提
出

輝北町地域協議会委員
大久保　麗子
木原　貴久
後堂　　廿
重田　久代
福満　義洋
満永　良信
森　　義久
山口　松男
四本　美枝子
米重　隆広
串良町地域協議会委員
出水田　英公
河野　良幸
坂田　省司
坂元　貞昭
篠原　ケイ子

園田　隆子
田畑　博司
中辻　正人
肥後　桂子
本村　ヤス子
吾平町地域協議会委員
休坂　義数
後藤　明美
立元　羊二
永田　稔
西迫　則子
橋口　孝一
東桂木　滿州男
東　次男
前原　文雄
山之口　孝徳

各地域自治区の地域協議会委員

【問い合わせ】市地域政策課
　　　　　　　　　☎ 0994-31-1154

伊藤鹿児島県知事に要望書
を提出

岩崎グループに要望書を提出

地方バス路線存続に向けて設置された大隅地域バ
ス路線対策研究会

多くの意見が出された初めての地域協議会

※敬称略（五十音順）
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◎は会長　○は副会長

に
、
同
グ
ル
ー
プ
と
県
に
対
し
、

地
方
バ
ス
路
線
の
存
続
な
ど
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
高
齢
者
や
学
生
等
の
交
通
弱

者
か
ら
交
通
手
段
が
奪
わ
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、「
大
隅
地
域
で
の

地
方
バ
ス
路
線
の
重
要
性
及
び
必

要
性
を
訴
え
た
ほ
か
、
廃
止
案
と

な
っ
て
い
る
地
方
バ
ス
路
線
の
利

用
状
況
等
の
情
報
提
供
」
を
求
め
、

伊
藤
鹿
児
島
県
知
事
に
対
し
て
は

「
路
線
バ
ス
の
存
続
と
廃
止
に
伴

う
代
替
措
置
に
つ
い
て
県
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
や
同
グ

ル
ー
プ
と
の
窓
口
に
な
る
こ
と
」

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

今
後
も
同
研
究
会
で
は
、
大
隅

地
域
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
地
方
バ
ス
路
線
の
維
持
、
確
保

に
向
け
た
協
議
を
重
ね
て
行
く
予

定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
５
４

地
域
協
議
会
を
合
同
で
開
催

　

５
月
８
日
、
合
併
後
の
新
市
全

体
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め

旧
３
町
に
県
内
で
初
め
て
設
置
し

た
地
域
自
治
区
の
地
域
協
議
会
が

市
役
所
で
合
同
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
地
域
協
議
会
は
、
地
域
自

治
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
設
置
す

る
も
の
で
、
市
長
や
教
育
委
員
会

か
ら
市
の
重
要
な
計
画
な
ど
に
つ

い
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合

や
、
市
が
自
治
区
内
で
実
施
す
る

事
業
等
に
つ
い
て
、
市
の
機
関
等

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
で
す
。

　

会
で
は
、
山
下
市
長
が
委
嘱
状

を
交
付
し
、「
地
域
協
議
会
は
、

新
市
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
に
、
と
て
も
重
要
で
あ
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
の
意
見
交

換
会
で
は
、「
旧
３
町
が
さ
び
れ

な
い
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
欲
し

い
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
自
治
区
で
会
合
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

建築面積　　   7,027 ㎡
延べ床面積　15,953 ㎡
建築物の高さ　    26 m

■ 4階部分
　屋上庭園
■３階部分
　健康スポーツプラザ、芸術文化学習プラザ
■２階部分
　芸術文化学習プラザ、福祉プラザ
■１階部分
　商業施設、業務施設、情報プラザ

再
開
発
ビ
ル
の
愛
称
を
募
集
（
応
募
期
限

‥

７
月
14
日
ま
で
）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す

　

北
田
町
、
大
手
町
の
一
部
で
現

在
建
築
工
事
を
進
め
て
い
る
再
開

発
ビ
ル
の
愛
称
（
名
前
）
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
資
格
＝
市
内
の
小
・
中
学

　

校
に
在
学
す
る
児
童
・
生
徒

●
愛
称
の
条
件

・
日
本
語
、
英
語
、
記
号
の
制
限

や
文
字
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
愛
称
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

・
愛
称
は
保
護
者
と
相
談
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
各
小

中
学
校
に
配
布
済
）
に
学
校
名
、

ク
ラ
ス
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
愛
称
と
愛
称
の
意
味
を
記

入
し
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
＝
６
月
15
日
（
木
）

〜
７
月
14
日
（
金
）
※
必
着

●
賞
品
等

・
名
付
親
大
賞
＝
１
人

　

※
２
万
円
相
当
の
金
券

・
入
選
＝
５
人

　

※
５
千
円
相
当
の
金
券

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３-

０
０
０
７

　

鹿
屋
市
北
田
町
５
番
40
号

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構

　

再
開
発
ビ
ル
愛
称
募
集
事
務
局

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
２
１
４

　

Fax
０
９
９
４-
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９
４
７
７

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

は
、
こ
れ
ま
で
世
帯
単
位
で
発
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
８
月
１
日
か

ら
カ
ー
ド
型
に
な
り
個
人
ご
と
に

発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
型
の
保
険
証
は
、

７
月
中
に
普
通
郵
便
で
各
家
庭
へ

郵
送
す
る
予
定
で
す
。
た
だ
し
、

配
達
記
録
郵
便
で
の
受
け
取
り
や

窓
口
で
の
直
接
受
け
取
り
も
可
能

で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
７
月
７

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
窓

口
受
け
取
り
は
、
７
月
24
日
か
ら

で
す
）

　

な
お
、
カ
ー
ド
化
に
伴
い
遠
隔

地
保
険
証
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
生
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
今
回
、
在
学
証
明
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生

で
な
く
な
っ
た
場
合
は
す
み
や
か

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
国
保
介
護
課
管
理
係

　
（
１
階
④
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

  

内
線
３
１
９
８

７月31日まで有効

８月１日から有効
７月中に郵送します

平成19 年春
オープン

施設の概要


